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光が丘第三小学校・光が丘第四小学校 統合準備会(第16回） 要点記録 

 

開 催 日 時 平成 21年 12月 2日（水）午後 7時～午後7時 35分 

会    場 光が丘第四小学校 多目的室 

委 員 

長田信彦、岩本重雄、赤羽根智、羽毛田正子、鈴木琢磨、村木智行、

平原里美、福島幸恵、内藤佐世子、照井博子、西脇和子、小澤利彦、

髙橋司郎、髙原洋子、久保田英一、深野良子、横尾安子（敬称略） 

そ の 他 学校教育部長 

出 席 者 

事 務 局 新しい学校づくり担当課 

傍 聴 者 1人 

案   件 

１ 統合準備会（第15回）の要点記録の確認 
２ 統合新校の学校指定用品について 
３ 統合新校の校章について 
４ 統合新校の校歌について 
５ 交流活動等について 
６ 学校跡施設（光が丘地域）活用基本計画について 
７ その他 

 

 

１ 統合準備会（第15回）の要点記録の確認 

 
事務局 
事務局が作成した「統合準備会（第15回）の要点記録（案）」の内容を、委員の方々に確認

してもらいたい。訂正すべき点があった場合は、12月9日（水）までに事務局へ連絡してほし

い。その後、発言者を無記名にして、新しい学校づくり担当課のホームページで公開する。 

 
 

２ 統合新校の学校指定用品について 

 

〔資料1に沿って、事務局から説明〕 

 

事務局 
学校指定用品については、両校で協議して決めてもらうこととなっていた。協議の結果、学

校指定用品は次のとおりとなった。 
(1)通学帽子 
グラスグリーン 

(2)体育着シャツ 
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白地の丸首。首元とそで口に紺色の2本線 
(3)体育着パンツ 
紺色のクォーターパンツ 

(4)水泳帽子 
水色 

(5)紅白帽子 
庇なし 
学校指定用品のうち、通学帽子、体育着シャツ、体育着パンツおよび水泳帽子を、光が丘春

の風小学校へ通学する新 2年生～新6年生に、来年3月中に学校を通じて支給する。 
 
委員 
サイズ調査はいつ頃行うのか。 

 
事務局 
現在、業者が見本を製作中。早ければ今月中に行う予定。 

 

 

３ 統合新校の校章について 

 
〔資料2に沿って、事務局から説明〕 

 
事務局 
各統合新校の校章が決定したので報告する。光が丘春の風小以外の図案の説明を行う。 

(1)光が丘四季の香小学校 
校名の四季から、四葉を基調としたデザインで、葉の一枚一枚が「児童」、「教職員」、「家

庭」、「地域」を表す。 
(2)光が丘夏の雲小学校 
夏の雲の「雲」と光五小と光六小が、いちょう通りに沿って並んでいるので、いちょうの

葉を重ねて表現したデザイン。 
(3)光が丘秋の陽小学校 
秋の陽公園には、田んぼがあり、秋には稲穂が実るため、稲穂で光を表し、子供が大きく

羽ばたくように翼をイメージし、田柄三小の「三」とともに校名を包み込んだデザイン。 

 
－ 質疑なし － 

 

 

４ 統合新校の校歌について 

 

事務局 
飯田浩文氏（作詞）と中川英二郎氏（作曲）に、正式に校歌制作を依頼した。11 月 20 日、
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お二人には学校を見学してもらい、その際、応募いただいた「校歌に入れたい言葉」と「新校

への思い」、両校の校歌を資料として渡した。 
 
委員 
すでに何通りかの校歌案が出来あがっていると聞いている。 

 
 
５ 交流活動等について 

 

〔資料3に沿って学校から説明〕 

 
委員 
両校の交流活動を報告する。昨年度は、合同音楽鑑賞会、お互いの祭りに招待し合った。今

年度は、合同演劇鑑賞会、祭りの招待、合同移動教室等で児童たちの交流を行った。教員も合

同で校内研究を行った。今後も、両校での展覧会や学芸会への招待や合同のスポーツ大会等で

の交流を予定している。 
 
委員 
光三小の特別支援学級の児童との交流活動は行われていないが、どのように考えているか。 

 

委員 
具体的な計画は未定である。 

 
事務局 
光四小の児童・保護者等への理解啓発については、どのような方法がよいか、校長先生とも

相談している。 

 

副会長 
児童は、同じ校舎で学校生活を送っていく中で交流が深まっていくと思う。光四小の保護者

も、実際に見ていただくのが一番よいと思うが、事前に講演等を行うかどうかについて検討す

る。 
 
 
６ 学校跡施設（光が丘地域）活用基本計画について 
 
事務局 
光が丘地区の学校跡施設活用の考え方を示した「学校跡施設（光が丘地域）活用基本計画（素

案）」を 9月に区報やホームページに掲載後、区民意見反映制度（パブリックコメント）や説
明会などを通じて多数の意見をいただいた。今後、意見等を踏まえ、計画を策定する予定であ

る。 
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７ その他 

 

事務局 
新校に整備する西門について、以前、門の開口部は約 1.8mになると説明したが、これは、
門の目の前にある砂場を移動することが前提であった。しかし、砂場の位置は現在のまま、砂

場に影響を受けない動線を確保するため、門を北側に寄せ、結果的に約 3ｍまで開口部をとれ
ることとなった。次にランチルームの改修について、要望のとおり木目調の扉を取り付けるこ

ととした。 
 
委員 
新校には、両校の先生がどれくらい残れるのか。 

 
事務局 
人事については東京都教育委員会が決定する。新校には両校それぞれの先生が適切に配置さ

れると思う。 
 
会長 
次回は1月27日（水）午後7時から、光四小で開催する。本日はこれをもって終了する。 


